
【参考資料】 
１）年代別加入者割合（任意継続者を除く被保険者全体） 2）年代別一人当たりの医療費（被保険者）

3）医療費上位疾病の年度推移（被保険者）
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～医療費上位疾病～

2019 2020 2021 2022 2023

糖尿病、脂質異常症など

高血圧、心疾患関係がん関係

腎不全など

アレルギー性鼻炎、

喘息など
胃・十二指腸炎、潰瘍など

１）～2）の結果より今後年齢層の高い方の割合が増加すると、一人当たりの医療費も上がり、今後さらに総医療費が増加することが予想される。

３）より予防可能な疾患（生活習慣病）が上位を占めていることから、生活習慣病リスクのある方への保健指導や現在罹患されている方への重症化予防が重要であるが、現状の実施

状況が低迷していることから事業主からのサポートを必要とする。


